
 

  

 
 
 
 
 
 

（2）委員からの情報提供「治水」 

 

黒田委員 

「１９８２年の大阪・矢田・堺・松原市域の大水害について」 

配付資料 

第７回大和川流域委員会
（H17.9.1） 
配付資料 



 

 情報提供 -治水-  

１９８２年の大阪・矢田・堺・松原市域の大水害について 

黒田 伊彦 委員 

 
                                                                                           
 （1）大和川の水害－ひどい矢田７丁目の水害······························································· 1  
 （2）大和川流域の乱開発 ··························································································4 
 （3）住民無視の地下浸透法計画················································································· 5  
 （4）大和川住民会議の力で実現させた大阪・奈良知事の大和川サミット ·························· 8 
 （資料出典・洪水のないきれいな大和川に 矢田同和教育推進協議会刊 黒田伊彦著  
 中学生用副読本） 
                                                                                         
 
 
 
① 出水期（6/14～10/16）の水門工事の為の大和川堤防 
 切開部よりの逆流が原因だった。予防対策が必要だった。 
 
② 山の斜面の宅地化により、保水力がなくなり、急速に 
 河川に雨水が流入し、大和川本流に流入できず、内水の 
 氾濫となった。貯水機能の強化必要。 
 
③ 大阪市の雨水貯留施設の整備は住民のコンセンサスを 
 得ていない為進展していない。 
 総合治水対策について住民啓発が必要である。 
 
④ 住民運動の力で第１回サミットを開いて、上流と下流 
 の対立の和解をなしたように、「公」と「個」の対立を 
 調整する「共」の地域住民運動体の協議が必要である。 

 
1984.2.22…第１回 
大阪・奈良の対立の和解 
総合治水対策協議 
 
1996.11.13…第２回 
合併浄化槽の設置促進 
3 月 2 日ゴミ清掃活動 
 
（1997 年合併浄化槽のみ新設 
 認可の条例制定） 
 
2005.3.5…第３回 
水質浄化の具体策を 7 月に協議す

ることを合意 
 

大和川サミットの歩み 
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台
風　

号
に
続
く
豪
雨
で
、
大
和
川

流
域
で
は
各
支
流
が
相
次
い
で
は
ん
ら

ん
し
、
大
阪
、
奈
良
両
府
県
下
に
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
大
和
川
本
流

は
か
ろ
う
じ
て
堤
防
決
壊
な
ど
最
悪
の

事
態
を
ま
ぬ
か
れ
た
も
の
の
、
今
回
の

豪
雨
禍
は
、
流
量
が
他
の
河
川
に
比
べ

て
少
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
対
策
の

遅
れ
が
ち
だ
っ
た
大
和
川
の
総
合
治
水

促
進
の
必
要
性
を
痛
感
さ
せ
た
。

　

三
日
午
前
十
一
時
、
大
和
川
の
王
寺

観
測
点
（
奈
良
県
北
葛
城
郡
王
寺
町
）

で
は
、
水
位
七
㍍
五
四
㌢
と
戦
後
最
高 

10

を
記
録
。
水
量
は
同
川
の
許
容
限
界
で

あ
る
毎
秒
千
八
百
㌧
を
上
回
る
千
八
百

二
十
㌧
に
達
し
、
付
近
の
堤
防
は
い
つ

決
壊
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
だ
っ

た
。

　

大
和
川
は
王
寺
観
測
点
下
流
の
大
阪

・
奈
良
県
境
に
当
た
る
地
域
で
、
川
幅

が
い
っ
た
ん
せ
ば
ま
り
、
大
阪
府
柏
原

市
に
入
っ
て
再
び
大
き
く
広
が
る
独
特

の
構
造
。
こ
の
た
め
、
奈
良
県
下
で
大

和
川
に
合
流
す
る
葛
下
（
か
つ
げ
）
川

な
ど
支
流
の
水
は　

〝
満
パ
イ
〞
状
態

の
大
和
川
本
流
に
流
れ
込
め
な
く
な
り

、
奈
良
県
下
で
の
大
浸
水
に
、
つ
な
が

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

一
方
、
大
阪
府
下
の
場
合
、
柏
原
市
付

近
で
の
同
川
の
こ
の
日
の
最
大
流
量
は
二

千
二
百
八
十
二
㌧
で
、
許
容
限
界
の
四
千

八
百
㌧
に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
っ
た
が
、
支

流
の
西
除
川
、
東
除
川
、
石
川
な
ど
が
相

次
い
で
は
ん
ら
ん
し
た
。

　

さ
ら
に
支
流
の
水
流
が
本
流
に
ス
ム
ー

ズ
に
流
れ
込
ま
な
い
よ
う
な
支
流
、

本
流
合
流
点
の
構
造
が
、
支
流
の
は
ん

ら
ん
を
助
長
し
た
と
も
い
え
る
。
西
除

川
な
ど
は
本
流
よ
り
水
圧
が
弱
い
う
え

、
支
流
か
ら
の
落
差
も
ほ
と
ん
ど
な
く

　

〝
逆
流
現
象
〞
を
起
こ
す
。

　

松
原
市
で
二
日
朝
、
三
千
戸
が
浸
水

同
夜
や
っ
と
片
付
け
が
一
段
落
し
た
と

た
ん
、
三
日
未
明
か
ら
の
大
雨
で
市
域

の
四
分
の
三
が
再
び
水
に
浸
か
っ
た
の

も
こ
れ
が
原
因
。

”

　
　

〝
逆
流
に
よ
る
浸
水
は
同
地
域
で

は
以
前
か
ら
あ
り
、
市
は
三
十
六
年
に

国
に
対
し
河
川
改
修
陳
情
、
五
十
二
年

ま
で
に
護
岸
工
事
な
ど
を
行
っ
て
き
た

が
、
抜
本
的
対
策
は
、
と
ら
れ
な
い
ま

ま
。
五
十
四
年
六
月
に
も
、
水
害
が
発

生
、
市 

は
「
大
和
川
支
流
の
今
井
戸 

川
と
本
流
の
合
流
点
に
ゲ
ー
ト
を
設
置

し
、
ポ
ン
プ
に
よ
る
強
制
排
水
に
す
る

し
か
対
策
は
な
い
」
と
国
に
陳
情
を
し

た
。
ゲ
ー
ト
は
先
月
一
日
、
着
工
、
来

年
夏
ご
ろ
完
成
予
定
だ
が
、
ポ
ン
プ
の

設
置
は
ま
だ
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
住

民
達
は
「
行
政
が
後
手
々
々
に
回
っ
て

被
害
を
大
き
く
し
て
い
る
。
逆
流
防
止

の
ゲ
ー
ト
が
完
成
し
て
も
、
大
和
川
に

排
水
す
る
ポ
ン
プ
が
で
き
な
け
れ
ば
、

上
流
か
ら
押
し
寄
せ
た
水
は
ま
た
あ
ふ

れ
る
だ
け
。
同
じ
被
害
が
繰
り
返
さ
れ

る
」
と
不
満
を
隠
さ
な
い
。

　

大
和
川
の
治
水
計
画
に
つ
い
て
近
畿

地
建
は
、
二
百
年
に
一
度
の
大
雨
（
四

十
八
時
間
雨
量
二
八
〇
㍉
）
に
耐
え
ら

れ
る
基
本
計
画
を
立
て
て
河
川
改
修
に

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
工

事
進
ち
ょ
く
率
は
五
八
％
、
今
年
度
か

ら
始
ま
っ
た
第
六
次
治
水
五
カ
年
計
画

の
終
了
時
点
で
も
六
三
％
ま
で
に
し
か

達
し
な
い
。
し
か
も
、
亀
の
瀬
地
区
（

大
阪
、
奈
良
府
県
境
）
の
拡
幅
工
事
は

今
回
の
五
カ
年
計
画
に
も
含
ま
れ
て
お

ら
ず
、
同
川
の
構
造
的
欠
陥
の
改
修
は

か
な
り
先
の
こ
と
に
な
り
そ
う
。

　

支
流
の
改
修
事
業
を
担
当
す
る
大
阪

府
土
木
部
の
話
で
は
、
改
修
進
ち
ょ
く

率
は
西
除
川
が
一
九
％
と
極
端
に
悪
い

ほ
か
は
、
東
除
川
、
石
川
な
ど
は
五
〇

％
を
超
え
て
い
る
。
し
か
し
、
下
流
か

ら
順
に
行
わ
れ
る
べ
き
改
修
工
事
が
、

用
地
買
収
の
難
航
な
ど
で
と
び
と
び
工

事
に
な
っ
て
お
り
、
未
回
収
の
〝
虫
く

い
〞
部
分
が
今
回
の
は
ん
ら
ん
に
つ
な

が
っ
た
と
み
て
い
る
。　

　

さ
ら
に
集
中
豪
雨
の
際
に
雨
水
を
一

時
的
に
集
め
、
導
水
管
を
通
じ
て
処
理

場
な
ど
に
運
び
、
実
質
的
な　

〝
た
め

池
〞
の
作
用
を
す
る
広
域
下
水
処
理
施

設
の
整
備
が
府
下
南
部
で
遅
れ
て
い
る

こ
と
も
、
今
回
の
洪
水
の
一
要
因
と
し

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

台
風　

号
と
、
そ
れ
に
続
く
〝
追
い
打
ち
豪
雨
〞　

の
さ
い
大
阪
・
堺
市
と
松
原
市
内
で
起
き
た
浸
水
被
害
。
そ
の
原
因
は
、
豪
雨
禍
の
二
ヶ
月
も
前
か
ら
大
和
川
河
川
敷
上
に
積
み
あ
げ
ら
れ
て

い
た
大
量
の
土
砂
に
増
水
し
た
流
れ
が
妨
げ
ら
れ
、
支
流
に
逆
流
し
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
が
十
日
、
地
元
民
ら
の
指
摘
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
支
流
と
の
合
流
点
で
水
門
工
事
を
し
て
い
た
建
設
業

者
が
、
工
事
か
ら
出
た
廃
土
を
河
川
敷
に
捨
て
て
い
た
ら
し
い
。
建
設
省
は
近
畿
地
方
建
設
局
大
和
工
事
事
務
所
（
藤
本
良
作
所
長
）
か
ら
事
情
を
聴
く
な
ど
調
査
に
乗
り
出
し
た
が
、
五
千
戸
も
の

家
屋
を
み
ず
び
た
し
に
し
た
水
害
は
人
災
だ
っ
た
疑
い
が
強
ま
っ
た
。

１０

　

大
量
の
土
砂
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
の

は
、
堺
市
常
磐
町
字
の
大
和
川
左
岸
。

す
ぐ
上
流
の
今
井
戸
川
と
の
合
流
点
で

水
門
の
設
置
工
事
を
し
て
い
る
堺
市
内

の
建
設
業
者
ら
が
、
六
月
初
め
ご
ろ
か

ら
掘
削
に
よ
っ
て
生
じ
た
約
一
万
立
方

㍍
の
土
砂
を
放
置
し
て
い
た
。

　

土
砂
は
幅
四
十
㍍
、
長
さ
百
㍍
に
及

び
、
一
時
は
河
川
敷
を
ほ
と
ん
ど
ふ
さ

ぎ
、
高
さ
も
堤
防
と
同
じ
く
ら
い
に
ま

で
達
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
一
日
か
ら
三
日
に
か
け

て
の
台
風　

号
と
そ
れ
に
続
く
追
い
打

ち
豪
雨
で
、
大
和
川
の
流
量
は
一
秒
間

に
二
千
四
百
四
十
立
方
㍍
と
戦
後
最
高

を
記
録
し
た
。
そ
し
て
上
流
の
今
井
戸

川
に
逆
流
現
象
が
起
き
て
は
ん
ら
ん
、

同
川
沿
い
の
堺
市
常
磐
町
や
隣
接
す
る

松
原
市
天
美
西
な
ど
に
あ
る
住
宅
約
五

千
戸
が
床
上
、
床
下
浸
水
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
被
災
直
後
か
ら
住
民
の

間
に
は
「
大
和
川
左
岸
に
あ
ふ
れ
た
水

が
放
置
さ
れ
た
土
砂
に
進
路
を
は
ば
ま

れ
、
今
井
戸
川
に
逆
流
し
て
被
害
を
拡

大
し
た
の
で
は
…　

」
と
大
和
工
事
事

務
所
の
見
通
し
の
甘
さ
を
指
摘
す
る
声

が
起
き
た
。
こ
の
批
判
を
重
視
し
た
建

設
省
河
川
局
治
水
課
は
十
日
「
短
期
間

の
放
置
と
い
う
判
断
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
出
水
期
に
河
川
敷
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
は

望
ま
し
く
な
い
」
と
し
て
、
近
畿
地
建

な
ど
か
ら
事
情
聴
取
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
近
畿
地
建
は
、
「
河

川
敷
へ
の
土
砂
の
投
棄
は
、
他
の
工
事

か
ら
出
た
土
砂
を
捨
て
る
場
合
に
は
河

川
法
で
許
可
が
必
要
だ
が
、
河
川
そ
の

も
の
の
工
事
に
は
規
定
が
な
い
」
と
説

明
。
ま
た
、
同
地
建
大
和
工
事
事
務
所

は
「
大
和
川
は
右
岸
の
流
れ
が
強
く
、

左
岸
に
土
砂
を
置
い
て
も
水
流
に
影
響

は
な
い
ー
な
ど
の
理
由
で
河
川
敷
に
土

砂
を
放
置
し
て
い
た　

」
と
い
っ
て
お

り
、
「
浸
水
と
の
関
連
性
は
ゼ
ロ
で
は

な
い
」
と
し
な
が
ら
も
「
川
幅
が
広

く
、
土
砂
を
放
置
し
た
こ
と
で
水
が
支

流
に
流
れ
込
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
」

と
否
定
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

１０

　

大
和
川
左
岸
河
川
敷
、
ま
る
で
堤
防
の
よ
う
に
積
み
あ
げ
ら
れ
た
土

砂
。
増
水
し
た
流
れ
が
ぶ
つ
か
っ
て
、
支
流
の
今
井
戸
川
に
逆
流
、
被

害
を
拡
大
し
た
ら
し
い
＝
堺
市
常
磐
町
で

3
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